
広報によど川 6 月号 （ 6

四
月
末
日
、
快
晴
の
登
山
日
和
。

雨
ヶ
森
へ
は
三
本
の
登
山
ル
ー
ト
が

あ
り
、
今
回
は
樫
山
か
ら
登
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

朝
の
八
時
四
十
五
分
に
池
川
総
合

支
所
を
車
で
出
発
。
国
道
４
３
９
号

〜
県
道
安
居
公
園
線
〜
町
道
樫
山
線

を
経
て
林
道
成
川
樫
山
線
に
入
り
ま

す
。
途
中
、
林
道
に
車
を
止
め
昇
龍

の
滝
を
眺
め
、
九
時
二
十
分
に
樫
山

の
登
山
口
に
到
着
。
十
分
ほ
ど
で
身

支
度
を
済
ま
せ
九
時
三
十
分
に
出

発
。
初
め
の
う
ち
は
、
ヒ
ノ
キ
の
植

林
の
中
を
登
り
ま
す
。
登
山
口
か
ら

作
業
道
が
抜
け
て
お
り
、
と
て
も
歩

き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
所
々

に
作
業
道
の
間
を
結
ぶ
近
道
も
あ
り

ま
す
）
し
ば
ら
く
登
る
と
植
林
か
ら

雑
木
に
変
わ
り
、
木
々
の
間
か
ら
筒

上
山
や
手
箱
山
が
間
近
に
望
め
て
き

ま
す
。
一
時
間
三
十
分
ほ
ど
登
る
と

作
業
道
の
終
点
に
到
着
。
標
高
は
約

千
r
、
さ
す
が
に
吹
く
風
も
冷
た
く

感
じ
、
慌
て
て
上
着
を
着
込
み
ま
し

た
。こ

こ
か
ら
本
格
的
な
登
山
道
を
登

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
赤
テ
ー
プ
の

目
印
を
頼
り
に
、
雑
木
や
植
林
の
中

を
縫
う
よ
う
に
登
る
と
急
に
視
界
が

開
け
、十
一
時
三
十
分
山
頂
に
到
着
。

独
立
峰
だ
け
あ
っ
て
山
頂
か
ら
眺
め

る
景
色
は
最
高
で
、
三
百
六
十
度
見

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
少
し
か
す

み
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
北
に

筒
上
山
、
手
箱
山
、
南
南
東
に
黒
森

山
、
南
西
に
中
津
明
神
山
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
夏
に

な
る
と
雑
木
が
生
い
茂
り
、
背
伸
び

を
し
な
い
と
景
色
が
見
え
な
い
よ
う

で
す
。

最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
昼
食
を

取
り
、
下
山
。
往
復
約
四
時
間
の
行

程
で
、
初
心
者
で
も
十
分
に
登
れ
る

ル
ー
ト
で
し
た
。

町
内
や
近
隣
の
山
を
巡
り
ま
す
。

今
回
は
雨
ヶ
森
（
一
三
九
〇
r
）
を
登
っ
て
み
ま
し
た
。

雨ヶ森�

県道安居公園線�

池川総合支所�

仁淀川町役場�

仁淀総合支所�

R494

R33

R439

椿山から望む雨ヶ森 ①
�
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林
道
成
川
樫
山
線
か
ら
見
た
昇
龍
の
滝

山
頂
か
ら
見
た
筒
上
山
と
手
箱
山

樫
山
の
登
山
口

作
業
道
も
終
わ
り
登
山
道
へ

昇龍の滝�

登山道入口�

雨ヶ森山頂�

林道成川樫山線�

至  成川�

至　国道439号�

宝来荘�

県道安居公園線�

樫山�



広報によど川 6 月号 （ 8

地
域
の
元
気
づ
く
り
や
支
え
合

い
の
取
り
組
み
を
応
援
す
る
た

め
、
県
内
で
は
、
現
在
六
十
人
の

地
域
支
援
企
画
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

仁
淀
川
町
で
は
、
二
人
の
県
職

員
が
駐
在
し
、
町
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
に
入
っ
て
、
住
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
活

動
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
地
域
の

元
気
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、

①
住
民
の
皆
さ
ま
の
主
体
的
な
活

動
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

②
先
進
的
な
事
例
の
情
報
提
供

③
人
や
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
特
産
品

づ
く
り
、
施
設
活
用
、
防
災
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま
す

が
、い
ず
れ
も
住
民
の
皆
さ
ま
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
主
体
的
に
行

う
活
動
に
つ
い
て
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
事
柄
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

仁
淀
川
町
大
崎
二
一
四

仁
淀
川
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

@
２
０
・
２
０
７
２

四
月
一
日
付
け
の
県
職
員
人
事

異
動
で
仁
淀
川
町
駐
在
に
青
木
厚

博
が
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
支
援
企
画
員
が

地
域
の
活
動
を
お
手
伝
い
し
ま
す
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刈谷　嘉秀 青木　厚博

仁淀スポーツクラブ主催の大会が、次の通り行われました。
熱のこもった試合を繰り広げつつ、スポーツを通じて地域交流を楽しみました。

第１回春季交流ゲートボール大会
４月14日、中央地区ゲートボール場で５チームが参加。
優　勝 ヒノキ山チーム
準優勝 アタゴ山チーム
第３位 マル山チーム

第２回春季交流ソフトバレーボール大会
４月17日、仁淀中学校体育館で７チームが参加。
優　勝 森Ｃチーム
準優勝 ファミリーバレーＡチーム
第３位 森Ｂチーム

和
気
あ
い
あ
い
と

全
力
を
出
し
切
っ
た
参
加
者

◇
広
報
発
行

安
部
　
福
尾
様
（
南
国
市
）

大
野
　
邦
忠
様
（
東
京
都
大
田
区
）

片
岡
　
義
友
様
（
東
久
留
米
市
）

西
森
　
準
典
様
（
高
槻
市
）

野
々
宮
一
男
様
（
堺
市
）

古
川
　
早
子
様
（
豊
川
市
）

山
下
　
常
栄
様
（
大
阪
市
城
東
区
）

山
中
　
良
夫
様
（
高
知
市
）

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
広
報
発
行
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

仁
淀
川
町
そ
ば
打
ち
研
究
会
様

三
浦
　
忠
幸
様
（
岩
丸
）

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

ご
寄
付
の
お
礼
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平
成
十
九
年
度
の
町
一
般
会
計

歳
入
予
算
の
四
十
五
％
を
占
め
る
地

方
交
付
税
三
十
一
億
円
に
は
合
併

町
村
に
対
す
る
財
政
措
置
分
一
億

六
千
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。今

回
は
、こ
の
合
併
町
村
に
対
す
る
財

政
支
援
措
置
と
地
方
交
付
税
の
今

後
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

旧
三
町
村
が
一
昨
年
に
合
併
し
、

わ
が
町
・
仁
淀
川
町
が
誕
生
し
ま
し

た
。そ

し
て

現
在
、
合

併
市
町
村

に
対
す
る

①
地
方
交
付
税
の
上
乗
せ
②
国
庫

補
助
金
③
県
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
な
ど
の
財
政
支
援
を
受
け
、

更
に
基
金（
町
の
貯
金
）を
取
り
崩

し
、な
ん
と
か
予
算
を
編
成
し
て
い

ま
す
。

地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、平
成

十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度

ま
で
の
間
に
総
額
八
億
円
が
措
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、本
年

度
ま
で
に
約
七
億
円
が
措
置
済
み

と
な
り
、来
年
度
か
ら
は
、激
減
し

ま
す
。

国
か
ら
の
補
助
金
は
総
額
一
億

八
千
万
円
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
本

年
度
実
施
す
る
防
災
行
政
無
線
に

充
て
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、県
か
ら
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
も
毎
年
度
二
億
円
余
り

交
付
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
も

本
年
度
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、合
併
市
町
村
向
け

の
直
接
的
財
政
支
援
も
概
ね
今
年

度
で
終
わ
り
、来
年
度
は
下
図
の
よ

う
に
約
四
億
円
も
減
る
こ
と
に
な

り
、来
年
度
以
降
は
予
算
編
成
が
か

な
り
苦
し

く
な
る
こ
と

が
予
想
さ

れ
て
い
ま

す
。そ

し
て
、十
四
年
後
の
平
成
三
十

二
年
度
に
は
、合
併
の
特
例
措
置
が

完
全
に
な
く
な
り
、本
年
度
に
比
べ

八
億
円
以
上
の
減
収
が
確
実
視
さ

れ
て
お
り
、人
口
減
少
や
制
度
見
直

し
に
伴
う
地
方
交
付
税
等
の
減
収

を
加
味
す
れ
ば
減
収
額
は
十
億
円

を
遙
か
に
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、町

財
政
の
ス
リ
ム
化
は
最
重
要
課
題
で

あ
り
、思
い
切
っ
た
経
費
の
絞
り
込
み

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

薄薄薄薄
れれれれ
行行行行
くくくく
合合合合
併併併併
効効効効
果果果果

《 地方交付税と合併に伴う財政支援の推移 》�

平成１８年度：約４０億円�

（地方交付税の通常分 ３４億 ＋ 地方交付税の合併上乗せ分及び国・県からの合併補助金等 ６億）�

斜線部分：合併支援策として交付される地方交付税・国補助金・県交付金�

４億円�
合併支援のための国や県の補助金や特別交付税の�
上乗せ分がなくなり、歳入が大きく落ち込む�（        　　　　　　　　　　 　　　）�

8億円�地方交付税（通常分）�

人口の減少を考慮�
すると約１２億円の�
減少が予想される�

地方交付税の見直�
しにより更に減少す�
ることが予想される�

（　　　  　）�

（　　　  　）�（注）数値は地方交付税（通常分）に変化がないものとして試算した概数値です。�

（
年
度
）�

2005

2007

2009

2011

2013

2015

2017

2019

2021

2023

 �

来
年
度�

本
年
度�

五
年
後�

十
年
後�

十
五
年
後�

歳入減・来年度最大の落差


